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教育委員会 12月定例会会議録 

１ 会議の名称  中之条町教育委員会 12 月定例会 

２ 会議の期日  令和６年 12 月 18 日（水） 

３ 会議の場所   中之条町ツインプラザ 研修室１ 

４ 会議に出席した委員・教育長 

教 育 長         山口 暁夫 

委員（教育長職務代理者） 湯本 茂夫 

委  員         石田 優子 

委  員         奈良 保宏 

委  員         塚田 夕子 

５ 会議に出席した職員 

こども未来課長      山本 伸一 

生涯学習課長      剱持 和美 

次長兼教育指導係長    湯浅 成夫 

学校教育係長       唐澤 将希 

六合こども未来係長兼六合生涯学習係長  中沢 芳宏 

総務係長         外丸 綾子 

６ 議  事 

議案第１号  令和６年度 教育費等予算の 12 月補正予算について 

議案第２号  「国際交流＆イングリッシュキャンプ」の後援依頼について 

７ 協議事項 

（１）部活動の地域移行について 

８ 報  告 

（１）令和７年度 当初予算要求について 

（２）六合地区中学校生徒の教育事務の委託について 

９ その他 

（１）問題行動及び教育支援センター「虹」、相談室・保健室利用、日本語サポート教室「未来」
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の状況について 

（２）第 10 回 まちなか５時間リレーマラソンについて 

（３）令和６年度 はたちを祝う会について 

（４）ウインター・イングリッシュ・セッションについて 

（５）１月定例会の日程について 

10 事務連絡 

１月定例会 １月 23 日(木) 午前９時 30 分から ツインプラザ 研修室１ 

11 開  会 

午前９時 30 分、教育長、教育委員会会議の開会を宣す。 

教育長より開会の挨拶 

12 会議録署名委員の指名 

こども未来課長が今回の会議の会議録署名委員に、塚田夕子委員を指名 

13 会期の決定 

会期の決定  本日一日限り 

14 会議録の承認 

11 月定例会会議録について、全員異議なく承認 

15 報告事項 

（１）教育長等執務報告 

  教育長より、令和６年 11月 13 日から令和７年１月 18日までの行事等について報告 

   （県市町村教育長会議、県人事会議、郡人事運営会議、郡町村教育委員会連絡協議会総会、

町教育支援委員会、県立吾妻特別支援学校開校 10周年記念式典、郡学校経営研修会、中之

条小学校コミュニティ・スクール、吾妻広域町村圏振興整備組合理事会・同臨時議会、町

博物館運営審議会、第 10 回まちなか５時間リレーマラソン、県費教職員人事ヒアリング、

町議会本会議・同文教民生常任委員会、町民柔道大会、六合地区ＰＴＡ連絡協議会、町人

権フェスティバル、郡バスケットボールリーグ大会、管内校長会、町老人大学閉校式、定

例教育委員会、郡教育長会議、ウインター・イングリッシュ・セッション、町教育研究所

研修会、吾妻広域町村圏振興整備組合賀詞交換会、消防団出初式、町はたちを祝う会、県

町村教育長・教育委員合同研修会、次回定例教育委員会など） 

16 会議における議事の経過及び発言趣旨 
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議案第１号  令和６年度 教育費等予算の 12 月補正予算について 

こども未来課長、生涯学習課長、議案資料により説明 

・こども未来課分：人件費補正の概要を説明。コミュニティ・スクール講師謝礼、中之条小学

校施設修繕料、六合小学校施設修繕料、中之条小学校及び中之条幼稚園の支障木伐採手数料、

六合中学校総合学習講師謝金を増額補正した。 

・生涯学習課分：人件費補正の概要を説明。ツインプラザの施設用燃料費を増額補正した。 

異議なく承認 

議案第２号  「国際交流＆イングリッシュキャンプ」の後援依頼について 

こども未来課長、議案について説明 

対象催事は、宮城復興支援センターが企画運営するもので、令和７年３月 29 日・30日及び６

月 14日・15日の日程で、国立赤城青少年交流の家、国立那須甲子青少年自然の家を会場にして

実施される。小学生を対象としており、東日本大震災・全国各地の災害の風化防止を目的に、

被災児童並びに児童養護施設入所児童の無償招待が行われる予定である。 

異議なく承認 

17 協議事項 

（１）部活動の地域移行について 

  こども未来課長、資料について説明 

  ・郡内の動きとしては、部活動が地域へ移行するための受け皿が見つからない状況の中、郡全

体の方針が決まらないまま部活動指導員を配置する町村が増えている。 

  ・部活動指導員制度について、制度の概要等、以下の項目について説明した。 

   ①外部指導者との違い 

   ②部活動指導員が制度化された背景 

   ③部活動指導員の条件 

   ④部活動指導員の職務 

   ⑤部活動指導員の身分及び報酬の額 

   ⑥制度導入のメリット・デメリット 

   ⑦管内中学校の外部指導者の人数 

➇関係法令等 

  ・部活動指導員の導入の是非、また、導入する場合には要綱整備等も視野に含めて協議いただ

きたい。 

（湯本教育長職務代理者） 

現在、部活動についての町の方針が決定されていない。まずは、部活動を学校で存続し部活動指
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導員制度を導入するか、部活動を地域クラブ等に任せ地域へ移行するかの議論が必要ではないだろ

うか。 

（石田委員） 

地域の受け皿が不足している現状がある中で、現時点では部活動を学校に残さざるを得ないと思

う。今できることは、部活動の外部指導者を増やすとともに種目を厳選し、教員の負担軽減を図る

ことだと考える。また、部活動指導員の導入については、兼業が可能な職務内容であれば、地域人

材の活用が広がるのではないかと思う。 

（塚田委員） 

部活動は子どもたちの成長に大きな役割を果たしており、できれば存続して欲しいと思う。地域

移行のメリットは、専門の指導者による技術力の向上、学校以外での人間関係が構築できることな

どがあると思うが、一方で部活動本来の役割である教育的な視点が失われ勝利至上主義に傾いてし

まう可能性もあり不安もある。部活動指導員の導入には賛同するが、生徒指導上の問題が生じた場

合は地域の指導者一人では負担が大きいと思うので、教員の方と役割分担しながら進めていけない

だろうか。地域のスポーツ指導者と学校関係者が意見交換する機会もあってよいのではないか。 

（湯本教育長職務代理者） 

令和５年度に実施した「部活動の在り方に関する教職員アンケート」の調査結果を踏まえると、

従来の部活動を維持してくことは困難であると感じている。しかし、地域の受け皿も不足している

ことから、当面は部活動指導員制度を導入し、教員の方の協力をいただきながら部活動を存続して

いく方向がよいのではないか。 

（奈良委員） 

教員の働き方改革という社会課題があることから、部活動指導に対する教員の負担を減らす方向

で考えるべきであると思う。部活動指導員制度を導入するならば、できる限り早く取り組むのがよ

い。また、指導員が見つからない種目は、生徒に地域クラブへの所属を促し、保護者の負担が重い

ようならばその軽減に向けての取り組みも並行して考える必要があると思う。 

（教育長） 

部活動指導員の導入に関しては、平日は教員が指導して休日の部活動だけ地域に任せるという視

点もあるので考慮に加えていただきたい。また、練習中に生徒指導上の問題が生じた場合は、部活

動指導員だけでは指導時間の制約があり負担が大きいため配慮が必要と感じている。なお、教員が

地域クラブの活動に従事する兼職兼業については、現行制度では労務管理が困難なため時期尚早で

あるといえる。 

本件については、子どもたちが生涯に渡ってスポーツや芸術に親しむ環境を整えることを第一に

考えてまいりたい。 

（湯本教育長職務代理者） 

 部活動指導員制度の導入が必要であるという点については、委員の意見が一致しているが、その

職務内容や報酬等を明確にするとともに、導入する部活動の精選も必要となってくる。また、精選

に当たっての基準についても検討が必要と思う。令和７年度からの導入は時間的に困難であると思

うが、皆さんの意見を伺いたい。 
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（奈良委員） 

導入は早い方が望ましいが、拙速に決めてしまうのはいかがか。また、六合地区の部活動も併せ

て検討する必要があると思う。六合中学校の件もあるので、令和８年度から町内共通の考え方で始

められるのがよいのでは。 

（塚田委員） 

部活動指導員制度の整備に関してはもう少し議論が必要と感じる。現在の外部指導員として関わ

っている方への配慮も必要ではないか。 

（石田委員） 

まず、部活動の精選と部活動指導員制度の具体的な内容を検討し、現在の外部指導者の方に対し

ては、令和７年度中は外部指導者の立場で部活動に関わっていただきながら、令和８年度当初から

部活動指導員に移行していけるよう準備するのが良いのではないか。 

（湯本教育長職務代理者） 

では、令和８年度から部活動指導員制度を導入する方向で進めていき、職務内容や報酬の詳細は

次回以降の会議で検討することでよろしいか。 

委員全員、同意 

〇午前 11時 00 分：休憩 

〇午前 11時 10 分：再開 

18 報  告 

（１）令和７年度 当初予算要求について 

こども未来課長、生涯学習課長から、令和７年度当初予算要求における重点事業について

説明 

（２）六合地区中学校生徒の教育事務の委託について 

   こども未来課長から、資料について説明 

・「第２回六合中学校の教育事務委託に向けた検討会」において保護者から出された意見・

質疑応答の内容について報告した。 

・令和６年 12月３日（火）18時 30 分から、六合支所にて開催され、23 世帯が参加した。 

・保護者からの主な質疑 

①スクールバスの運行について 

②英検受験料補助金の受給、給食費の負担について 

③長野原町と中之条町の経費負担について 

④交流事業の計画と授業時間の確保について など 

19 その他 
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（１）問題行動及び教育支援センター「虹」、相談室・保健室利用、日本語サポート教室「未来」

の状況について 

次長兼教育指導係長より、資料について説明。11月の実績が報告された。 

（２）第 10 回 まちなか５時間リレーマラソンについて 

生涯学習課長より、資料について説明。大会結果が確認された。 

（３）令和６年度 はたちを祝う会について 

   生涯学習課長より、資料について説明。開催要項が確認された。 

   ・日時：１月 12日（日）午後１時開式 

   ・会場：バイテック文化ホール 

    ・出席対象者：147 名 

（４）ウインター・イングリッシュ・セッションについて 

   学校教育係長より、資料について説明。開催要項が確認された。 

   ・日時：12月 27 日（金）９時 30 分開始 

   ・会場：ツインプラザ 

    ・参加者：小学校５・６年生 13 名 

（５）１月定例会の日程について 

  事務局より日程変更が提案され、協議の結果、１月 23日（木）へ日程変更となった。 

20 事務連絡 

１月定例会 １月 23 日(木) 午前９時 30 分から ツインプラザ 研修室１ 

21 閉会の宣言 

午前 11時 50 分、教育長、教育委員会会議の閉会を宣す。 

22 議決事項 

議案第１号  令和６年度 教育費等予算の 12 月補正予算について 

議案第２号  「国際交流＆イングリッシュキャンプ」の後援依頼について 

     （ 承 認 ） 


